
採卵鶏の強制換羽忙関する試験  

嶽内正芳  摘水明良   

1．白的  

確鶏についてほ，不換羽のまゝ産卵を退避している場合は卵栗か低下し穂卵として使用することか出   

覚なくなる場合か多く，この状態なl妨止するためにう琉制換羽か利用されていた。近年寒地経営技術の進   

歩は採卵鴻の娘1別換羽により産卵と卵価の時期的調節や育欣費の姻節等に利用しようとする傾向かある   

か本試・涙ほ一年間産卵後の嫡に廟糾，断水法により慮別換羽な誘発し，換羽日数，産卵状態，飼料消食   

塩，飼料嚢凍賽，卵類，健康状惑な調査しその讃鞘性を検討する。   

2．方法  

（り 疾試凋 白レク126羽（デカルブ41．35 ふ化）  

（2）佃強塾恕‘ケ」ヤ 甘艮ト4時制になるよう全期崗点灯突通  

（3）期聞 43．9．3－44．531271巨峰り  

（4〉区分と餉磯方法  

区 別   羽教   123456789101112】将う   欄   考   
対牌直   4 2  不i所 給水 給餌   レ○臍矩．断水  

武   
4 2   水   不断紛糾   

1区  飼料   －－－－ －1／8 ～1／3   
－4断糾．断水  

試   一水   ．ポ朝給朗   

2区  
4草  
飼料   ‾‾－】 ‾01／32／a  

二日間の析水と七「三間の断餌では換羽の進行か不充分と湧られたので更に三日彫つ野水と4日帥）   

折柄を追加した。  

（5）浜拭帥料  

対照底と許顔1区は衷1の飼料な，試演2酎丈二神慮合を酢押以降忙給与し50野産卵時ま七継続   

t・対照区＝・就駿1区と同じ飼料に切酋えの予定であったが脚弱症の出現をみたので51日間（11．  

3日）で食酢を朝債えたJ  

黄1 朗料配合剤合  

7ルフア′レ  第三  
品名   トクモロコシ   マイロ   魚粕  大成油雇  盛花生油柏   油柏   ワァデ′可  戌カル   リ／かレ   

率鱒   6 0   9   4   11   3   2   1．4 5   5．5   1．5  

食塩   Ⅴ．Al）3  Ⅴ．もG  ミネラル   風光紬   計   Cf〉17．4  

0．3   0．l   0．1   0．0 5   2   100  T工＝ヾ66．2  



（6）調査韻目   

7 換羽伏在日数 イ 産卵数と或党 ウ 飼料哨敦盛と賓求率 二 郎質（相月） オ 髄膜状態  

力 経済性  

（7）も埠管理  

強裾儀羽実施後は一日三国冶輌の不断治鞘とし，その他は一枚飼養管理旺準じた。  

3．成横  

（1）換羽麻塵の状態   

断水二日冶相日，めk三臼／新郎0日・冶恥日日1／ゴ軋二日臼2／3軌三日目より平   

常に婚与する方法で強制換羽を誘発させた，そのj．ちき羽体重状掛ま表（2）のようである。  

表2 換羽休鐘状況  

月  日   1  区   n 2 区  対 照  

9、21   0掴   0偶  23個   

22   0   0   15   

23   0   0  23   

2－l   0   0   2 3   

a5 1 1 2   Z 2－ ■   

26   ．4．   2こ   19   

芦‘ケ   1l   4   2 5   

Z8   ・1ノ2   21   

■29   18   8   21   

30   15   9   2 2   

1b：＼事   2 3   4   2 4   

2   19   5   2 4   

3   2 2   g■   25   

－4  26  6  24  

1l，ら  2j‘  21  21  

唾
 
脱
羽
の
多
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朴奴を与えた白から次責与に産卵か低下して鱒たq七日組鮭たが脱羽の状感か憩いので更鱒断水に  

よる刑戟を与えたところ九日ヨから脱羽が盛んになりl区セ8捌ij．ざL塞でを土1．0日由観き以後脱功  

一19 笥－   



減少し9月25日から産卵するよう把なった。塵卵管，J長の臼ほ，1．21丞共に15日間であった。換  

羽休座籍の月別の発生状潜ま表（3）のiようで武威1．な2区は刺攻な与えた，9月100肇換羽剥か  

あり10月は1区11羽，21塞が23羽＝，11・月艇はIl吏はなく2区に6羽，12月ほ1．2区共に  

なく，対照凶ま各月相羽かづゝ常に存在していたか2月の13羽（33．3酪）を温良として前後把向  

かつて減少している，史に個体別に換羽休産臼；王女を泊らべその各区の平寧日敏を比醸す社と衷4のよ  

うで有意題が認められた。  

哀3   換羽休塵劾の光三ヒ状態  

区  冠匂＼＼1  9   
10   12   2   3   4   末換羽剰   

月末羽数   ノ11   41   41  ヰ0   40   39   36   36   0  

ロ                       換羽休座敷  ’4l   0   2   2  3   41  

発 生 峯   100  2モ，．岳   0   0   5．0   5．l   8．3   2J8   0   

4l   41   一11   41   4l   40   39   38   0  

2  6161 23   6   0   2   2   41  

ioo  56．1  14．6   0   ィ靂9   25   2．6   5．3   0   

42  ．42   12   ∠王1  40   39   39   39  1J  

対I梢－   ノウ  4   6   10  8   12   13   9  2  

9．5  1′1．3  芦3・8  19．5  30．0  333  23．l   5．1   31．0   

表′l 換羽休鹿日数の比較  

2   対   照   

1泌，与褒ぢi  1褒，5弊籠   

備   差   有意差   

1   2こ17  土 4．53   1悌，5泌   

2   3．13   土1亭．51   あ り   

対照ミ  4 3 8  士25．4ユ   

（2）座卵状麒   

産卵状熟ま試験l・2区は9月は対照区より憑く】0月11月は1区，対照区，2区の順で！12   

月1月は，2払，11吏，対照区の脱で，2月以鱒は，1区，Z区は大差なく対照区より良かった。全   

期偏平均では．1区．封酔庄．已区の座弓であつt・。務卯覇王琴5のようてこれな・三ケ月佗区切り旦   

摂すもと烹壱6のようで，秋，冬剃ま有意塞が認められカキ；，春柑は全腑ミ冊ま布骨貢が言祝）巧）れねかつヤ0   

平均凰卵重亜と一日一羽当り産卵誰虜ほ表7のよラに灘捌換羽抵ほ換羽後ほ卵釦ゝ65g以上に増   

加して対照蛭よ乃大きくなったが，春期陀なってほほゞ同じよう鱒r〔．？た。全卿司ではl・2・の対   

照佐の倣であった。一目一羽当りの嬢卵故は1．2区は対函区より9月は悪く1庄は10月以掛ま対   

照区より多く，2区は12月より対照区より多くなった。対照凶ま，換羽鰯の発生の多かつた。12   

月に産卵i庄かもつとも低下した。全勅旨l平均では，1［亘，対照凶，2虹のj；直であつた。  

－10 斗－   



襲5 産卵率  

区   項 ▼   邑   9   1n   ‖   12   ．1   2   3   4   5   平均   

へ／デイ・  l3．1   58．1   68．2   6屯3  S4d   54．3   －46．8   54．9  48．9  51．1  

へニ／／、クス   12．9   56．7   66．6   62．4  51．8   50．9   41．4   47．1  41．9  48．2   

10．9   11．l   52．6   67．l  55．0   52．8   50．A   53．0  52．4  j5．2  
2   ．らl  

10．9   11．1   52．6   67．1  55．0   52．7   49．1   50．2  48．7  44．4   

対照  
55．3   51．7   53．3   50．6  ・il．1   39．5   41．7   45．9  43．5  46．9   

55．3   51、7   53．3   51．3  42．7   41．6   4・1．9   

・19．4  46．8  48．6  
．．． 表6 秋，冬，春季の平均産卵個数  

区．  如  月   9－11   1二∠′－・2   3 ～ 5   全  期   
個 数   4 2．1   52．1   46．1   14l．7  

偏差土   10．2   13．96   22．2   34ぷ7  

22，8   55．2   47．8   12▲l二i  ノン  
7．02   12．g．4   21．74   36．89  

47．5   40・9   43．3   】31．8  
Jク  

16．2き   20．37   20．59   45．34  

森 島   1診．5雌   1舞．5鍵※  

有意差表  

9  ～ 11  12 －  Z   

区、   2   対 照   区   2   対  照   

1  1褒．5％電  1  l％．5知；ぷ   

Z  川上摘心   2  1うあ．5俸憲   

苅∵偲  チぴ  対照  〉〇く   

表7  平均卵頚と1日1羽当り産卵硯嵐（g）  

娩   出   区   9月   10   ‖   12   2   3   4   5   平均   

59．8   65．l   65．5   65．7   65．8  d5－6   65．2  65．2  64．3  65．2  

平均都督   2   58．7   59．ぢ   64、9   65．3   67．0  650   64．6  64．4  63．8  64．7  

対照  60．8   63，4   ら3．8   64、5   647  648   6i．0  645  64．1  639   

7．8   37．8   r暮477   44．2   35．d   35．6   30．5  35．8  31．5  33．1  
1日1羽当  

2   6．4   ．6   34．1   一8   346  34．3   32．6  34．1  33．5  29．2  
産卵鹿   

対鞭  33．6   
32．8   34．0  331   27．6  27．0   29．1  31．9  二iO．G  31．1   

－1日 5－   



（3ノ 別科放牧盛と賀来率   

強制換羽を実施した。・1・2kはその間練取巻は低下したか，産卵か盛り・になるにつれて増加しキ0  

1．2月に低下したのは，1．2払に換羽休鍵した個体かあったことによる。皇た対照邑はこの他に   

換羽休座した個体かもつとも多い時であったためである。  

飼料要求峯について1区は9月か頼も嫉く7． 9．10月～2月までをま2台で，3月以陣5月まで  

3台で≠矧トi■】平均は3．1であったか，21左は9月～10月か12前後でもつとも悪く12月～1月か  

2台でモの1包ほ3台で平均3．487であった。3払は9月～10月が2台で偶の月は3台であったか  

2月3月がもつとも感く平均で3．3gであった。月別の状惑は表8のようである。  

饗8 餉華離散能および要求峯  

現  員  区   9月   10   11   12   2  3   4   5   平均   

1   62．3g   1】2，6  121．6  118．4   89．1  96．7  117．5  115．4  106．5  104．6  
1白1羽当  

2   71．4   84．7  109．4  123A   86．2  100．5  115．4  112．8  112．8  101．9  

顔埼こ蓮．  
対児  100．8   90．6  119．6  116．3   83．0  101．5  112，3  114．8  ‖0．4  105．4   

7．945   2．9BO  2．720  2．づ04  2．490  2．714  3．852  ニさ．223  3．368  3．100  

要 求 峯   1】．175  12．852  3．20∠1  2．818  2．338  2．928  3．541  3，303  3．37（）  3．487  

対照  2．998   2．76l  3．515  3三〉12  ！3・008  3．765  3．859  3．（裕3  3＿679  3．393   

r4）地顔状態  

宛h碩衷羽によりタヒ亡Lたbのはなく，死出ほ主として，卵つい症托よるもので生存養は，2区，対   

照底，1蛙の櫓で，98．3％，96．5カ，93．2％，であった。死亡淘汰鵜の病短別羽劫と生存絃は  

表9 ，1（）のようである。  

衷9 ダ巳亡何汰幼の病如別羽数   

病名 区別  新二型 白血症   卵つい症  偏 J乳   

その他   

6   

2  3  

対照  2   3  

計   3   7   12   

賽   25．0   584   8 3   8 3   100  



表10 生存率 残存率  

項   目   区   開始時   9   10   12   1   2   3   4   5   平均・   

1   4 2   41   41  ‘11  ■；0  4 0  3 9  3 6  3 6  3 6  

月末羽教  2   4 2   4 2   4 2  4 2  4 2  42  41  4 0  3 9  3g  

対照   r12   42▼  4 2  4 2  41   40  3■9  ノ39  3 9  3 9   

ロ  
98．5  97．6  97．6  97．0  95．2  93．6  88．5  85．7  85．7  93．2  

生存率  2  100  100．  100．  100．  100．  998  97，3  94．6  92．9  98．3  

対照  100  100．  100．  99．6  96．2  95．1  92．9  92．§  929  96，5   

976  97二6  97．6  952  95．2  92．9  85て  85．7  85．7  

残存審   2  100  101）．  100．  100．  100，  97．6  95．2  92．9  92．9  

対照  100  100．  100．  976  95．2  92．9  92．9  92．9  929   

（5）卵県  

踏倒換羽鵡と自然換羽剋の換羽後の卵餌把どのような差異があるかな知るために，各区5軌同一   

鞠の産卵したものを，月毎に調磯し鵜計したム また12月から調査を訂賀始したのは強制換羽区の産卵   

が同じよう猥状踪になるのなまって，いたためと自然換羽区の換羽窺わ産卵をまって，いたたあであ   

るが自然換羽区でGま過当な個体を梱られなかった。（5羽中迎薙畑4羽∴途中換羽1羽），成績は表  

11のように．卵殻わ摩さほ大差がなかつヤがご鞄まやや粗ぞう忙なっていヤ。卵憐色．卵黄裔も大農  

がなかったか卵白の高さが目然政審嵐は仏く，Lナ、・がって．ハウユニットは低下し自然戸棚の如ダニは仏下L  

ている控果とたった。  

（（〉）腔済仲  

秋羽休所拗相中に，価値の低い飼料の給与が，棒済性把どのようK影碑すろかを検討すか十め忙各   

月の飯売卿・宅診上りたぎ当り碑価を算出L，その月の生産壷に乗じて熊計Lt－。表12．13．1年のよう   

陀1区．糾約定．2区の肋に良く自然換亭】区でtま．卵代より飼料費の差引が（－）になる月かなかつ   

た。2区の換羽休務拙い恨．二権現合飼料を51日間給ノラ・した・が控卵回復がおくれ，窪卵童の低下が  

かえって高明旨自勺に不利益の状態常持つt・。  

ー1g 7 －   



表11 卵肇鯛査表  

誼 E ‾1ダースの卵酎オンス） G・卵白の高さ 
． 

1寸 ハウユニット  I USDAチャート   

J U8月Aスクンダード  K パンワーケ「ネイ  

蛮12 月別kg当り平均卵価 食赫斗単価（円）  

ー10 8－   



表13 収益比較（kg 円）  

区  月   卵   歪   金  額   飼料量   金  額   差  額  

9   90．8 7   1878．9 2   72．200 2490．90  －611．98  

1 10 48．0 35   8507．00l 143．150   4938．68  35 68，32  

11  5 4，97 3   1104 0．78   I49．550  515 9．48   5881．30  

12   5 3．394   108 71．4 6   149．600  5161．20   5 710．2（；  

蔓  
1   4 4．37 0   7468．36   110，500  3812．25   3（）5 6．11  

2   3 9 2（17   6gO5・51い 06・500  3 674．25   3 2 31．2 6  
3 5．15 2   70．＝72！ 135．39二0  467 0．96   23 97．16  

4   38．664   67 6 5－0 4   124．600   4 2 9 8．7 0   24（；6、34  

5   35．108   5 601．13   118．2 60   4079．9 7   1521．16  

計  13 5 7．98 5   6 610 6．9 2   110 9．7 50   3 828 6．3 9   27 8 20．53  

9   757 7   7 55 4．2 9   80．00   9 6 5．71  

10  8．580 1519．52  l 

2弓20．00  －  
l・ 

● － 
43．0191 8639．94   l ■ 

12  57．030211621．73  160．70。i 554。＿15 6077．58  
1   4 7．9 92   80 78．01   112．20 0  3 870．9 0  4 20 7．11  

2   4 0．29 5   70 8 9．91   118．0（）0  4 071．00  3018．91  

3   41，298   8 30 ′l．61   146．220   5044．5（）   3260．02  

4   4 0，701   712 ユ．4 5   134．44 0   4 6 38．18   2 48 3．27  
64 5 5．31   136．34 0   4703．75   17 51．5 8  

5  ；40・462  
一計  32 6．8 9 4   6 0 3 84．77   114 0．00 0   384 30，00   21g 5 4．7 7   

9   39．530   817 3．62   118，500   4 0 8 臥2 5   40 8 5．37  

対                      10   4 2．69 9   7 5 61．9 9   117．910   4 0 6790   34 9 4．0 9   

照  11   

4 2．8 75   
8 611，0 2   ユ 5 0．700   519 9．15  3 411．87  

12   42．509  8662，48   14 9．300  515 0．8 5   3 511．6 3  

34．632  5829．26   104．000  35 8 8．0 0   224i．26  

2   3仇147   5 364．36   113．500  3 915．75   138 8．61  

3   35．190  7076■36 135．…0皇4．685．10  2 39l．26  
4   37∴281   658ヨ．08  ユ 3 4．330  4 6 3 4．3 9   1888．67  

5   3 6．2 8 2   5 7 8 8．43   13 3．480  4 6 0 5＿06   1■18 3．37  

計  341，14 5   6 3 5 3 0．5 8  115 7．5 20  3 9 9 34．45   2 3 59 6．13   

・－199－   



表14 1kg生産飼料費と卵餌比  

1 区  2 区  対 照  
月  
襲来率   飼料費   卵餌比   要求率   飼料費   卵解比  要求率   飼料栗   卵色ヰ比   

9   7．945   274．10   132．6   11．175   335．25   162．6   2．998   103ノ墾3   50．0   

10   2．980   102．81   58．1   12．852   385．56   165．8   2．761   95＿21   53．8   

11   2．720   93．84   46．7   3．203   109．93   54．7   3．515   121．27   60．4   

12   2．804   96．74   47＿5   2．818   97．22   68．6   3．512   121．16   59．5   

2．490   85．91   51、0   2．338   80．66   47二9   3．003   103．60   61．6   

93．63   53，2   2．928   101．02   57．4   3．765   129．89   73．8   2  2．714  
3   3jう52   132．B9   66．1   3．541   122．16   60．7   3．859   133．14   66．2   

4   3．223   111.19999 63．5   3．303   ユ13．95   65．1   3β03   124＿30   71．0   

5   3．368   116．20   72．お   3．370   116．27   72．9   3．679   126，93   79．6   

平均  8．100   106．95   57．9   3．487   11755   63．6   3．393   117二06   62．9   

4．総括   

産卵囲姶後一年泉姜過した粗に強制換羽を実施し，その一つには普油の加科セ，他の一つには二種混  

合飼料な冶づし，自然数羽区七対照として比較した結果は次のようであった。  

（1）換羽について  

自然換羽≡鞄群と，同一舎再であるため忙，強制換羽突通の際も点灯されていたためか，充分な襖  

羽に人いらず大壷舟のものは部分換羽の状態で産卵を回復した。1．2屡は1月以瞳換羽休廷覿が   

発生した。換羽休葦日数は1区は2区，対照区より短く有意差か認められ，2区と対照虹ほ名月に，   

換羽休産魂がいたか1月，2月が多かつた。  

（2）舷卵♂〕状熊  

野削換羽の菅通飼料給与のi区ほ産卵回復か早く，二級混合飼料給与の2区はそれよりもおく・れ，   

自然換羽区iよ，1～2月に換羽鵜か多かったっ ために，この間産卵が低下した。秋，冬，森♂）三挙   

に区分してその産卵数な比威すると，秋季（9～11）は1区と2区の閥に，2区と自然区の聞陀   

有意義な認め．自然払，1区，2直の椒によく，冬季（12－2月）は1区と自無題∴ 2医と自然   

区の聞把有感差を認め，2L左．1区，自然区の臓であつた。春季（3～5月）は有意差が蘭められ  

なかった。  

強制換羽区の卵篭嶺は12－1月に遍く，自然区ほ2月忙高くその前後がやゝ低くなっている。   

強制換羽区ほその頃が充実して釆た頃であり自然区は換羽に入己前の卵麓の高い期に当ったものと  

思はれる。  

（3）飼料摂取状態  

－2 0（〉－   



換羽期帽中は摂取嶺が低下し1区は9月か低く，普通状態の約60留程監の摂牧遽であったか10   

月より普通の摂叡景忙なった。2区は9～10月が低く70－80暮極鑑の摂取量であった。1．   

2区，共に1月托換羽休産粗かあったために摂取巌か低下した。自然区は10月，1月に低下をみ   

たか，モの他の月は100g以上の摂取塵であった。  

（4）健康状態  

強制換頒欣より，死亡したものはなく各区に特別の差異はなく，死亡した主な原因は．卵つい症   

によるもので，生存率は2区，対照区，1区の順であった。  

（5）卵質  

卵殻質の月別の変化の状態キま，1区と対照胆汁い 2月，5月か1～3月までよりぞゝ薄く，2区  

は12月か他の月よりやゝ汚かったが，名区聞に大差かなかった。しかし魯的には自然区のj設はや  

ゝ租ぞうク）ようミてみられた。卵黄色，卵糞尚も同じようであったか，卵白高は1区，2区，対照区  

のjヨ斬で差があり，Lたがって（ノ、ウユニット）lま，対矧gが悪くなった。  

（6）経済性   

1区は頸制換羽後の液卵の回領が早かった。ために卵毎紳）轟かった。11月－12月の産卵か良  

く，三つの区Fとづではもつとも扉れていた。21皇は産卵の1可イ如ミ遅れた。ために経済性では対膳乙亘よ  

りやゝ悪い状態で，換羽休在中♂）単頓の安い飼料の恰与の動果が或はれなかった。対照区は12月   

まで55′－51痴の産卵かあり，1月以降41－49酵の薙卯なしており，卵価の良かった9－12   

月吏での産卵か比感的良かった。釆・めに2区よりやゝ良い結果となつ十，全期牒の旬増りの利益柏  

1区77円71鎖．8区67Pll奴，対照区（～7円6鼓であつt■。  

むすび  

以上の籍兼より強制換羽把より卵価の高い瑚に，顔卯を高めて緑営な有利レこすることか可能であ   

るか，軸の栗貨により換羽休産）窃か短いから安価の飼料を給与するよりも普通の飼料な贈与して産  

卵を早めるようにすることか良いように思はれるか，普通別科を給与しても産卵国包までに60日   

」主u＝も質するものは，その新聞安価の餉料な紛与して詣群性な高めることも考えられる。  

以 上   


